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独自性欲求尺度による色彩嗜好傾向の分類
一
身につ ける色 と周辺に 置く色 に着目して
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1．序
．

　MasloveA ．H ．（1954） 1）に よ ると ， 人間の 欲求は 大
別 して 5 つ の 階層に分けられ ， 最 も高次なもの が 自己

実現 の 欲求 と され て い る．更に Snyder＆From  は ，
そ の 中の

一
つ と して

‘‘

独 自性欲求
”

（個性 へ の 欲求）が

ある こ とを指摘 し，Need 　for　Uniqueness　Scaleを作
成 した （1977）6〕．それ を邦訳 し た岡本 （1985）3）は，
独 自性欲求と好 きな もの と の 関連を検討 し，プ ロ 野球
チ
ーム や外 国の観光地等 い くつ か の カ テ ゴ リ間 で 正相

関が認め られた こ とを報告 して い る．そ こ で今回は色
彩嗜好 との 相関 を検討 した．尚，臭体的事象 と して ，‘

身に つ け る色
’
及 び

‘
周 辺に置く色

’
に着 目した．

2．目的

　独自性欲求の 高低は
‘

身に つ ける色
’

及 び
‘

周辺 に

置 く色
’

の 嗜好に 影響するか ど うかを検討する こ と．
3，方法

3．1．刺激

　マ イ ク ロ ソ フ ト社 Word で作成 した，ニ ュ
ー

トラル

グ レーの 背景に 配置 され た 75 色で構成 され る く カ ラ
ー

チ ャ
ー

ト〉 を用 い た．各色の 配置及 び マ ン セ ル 記号
の 測色結果 と色名を Table　1 に示 す．
3．2．対象者

　主 に 東京在住の 大学生，大学院生，会社員 335 名 （男
性 136名，女性 199名）．平均年齢 19．7 才 （SD ＝ 2．41）．
Tablel．刺激 色の マ ンセ ル 記号 と色名

キ；ウL ドi独自性欲求：
．
魁 彩嗜1好7身にうiテる色7肩遡に

”i3．3．手続き

鯉 撫嬲 搬 鵬 膿 鷺．：彎雛翼襁餮鑾警糶1箋
けた い 色，周辺に欲 しい 色 ， 及び身につ けた くない 色，
周 辺 に欲 し くな い 色の それぞれ を 3色ず つ 選択す ると

同時に選択理 由 の 回答 も求め た．蛍光灯に よ る照明 の

室 内 で 2003 年 7 月〜10 月に実施 した．
4．結果
4．1一独 自性欲求ス コ ア結果

　本調査 に お ける対象者 の 総 ス コ ア は
， 52〜139 点で

あ っ た．独 自性欲求 尺度の 全項 目に 「どち らで もない 」
と 回答 した場合，ス コ ア は 96 点 となる．従 っ て，そ
の 前後 も含め総 ス コ ア が 90 点台の 対象者 を除き，総
ス コ ア 100 点以 ヒを高独 自性欲求群 （122名），80 点
以下 を低独 自性欲求群 （121 名） と した．
4．2．総合的嗜好順位結果

　［［hble2は
‘

身に つ け る色
’
及 び

‘

周辺 に置く色
’

の

両カ テ ゴ リにお ける嗜好色 と嫌悪色の それぞれにお い

て選択 された上位 5 色を示 した もの で ある．色名 は略

号を用 い ，括弧 内は色番号を示す．

　
‘

身に つ けた い 色
’

に お い て ， 高独自性欲求群で は

white が，低独 自性欲求群では blackが 1位 で あ っ た．
light　greeni曲 blue，　P組e　greenish　sky ，　pale 　pink は

共通 し て 選択 され たが vivid 　yeHOw は高独自性欲求群
に の み 好まれ た．

‘

周辺 に 欲 しい 色
’

は ，多少 の 順位差

は あるが，white 、　light　greenish 　blue，　pale 　greenish
sky ，　 vivid 　yelow が共通 して 選択 され た．
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Table2，総合的嗜好順位．

高独目性 欲求群

身に つ けた い 色　 　慣 択率

　　　　　　　　　砥 独自性欲求群

　　周 辺 に 欲 し い 色　
．
遭拭串

高独自性欲求群　 　 低 独 自性欲求群

げ
　　　身 ＿冫けた （な い 色　 ．齶 睾

　　 高独 自性欲求群　　　 抵獄 自性欲栄群

周辺 に 歓 し く な い 色　　珊 択率

高独 自性欲求群　　　 低独 自性欲求鮮

1就 W （71｝・且2β篤 Bk（75［−1隻8％ W （71）
・15．2％ W （71》

−10，2％ dkB （66）・72 ％ dkY （63）・64 ％ vRP （50）・72％ dkB （66）
−105 ％

lB （6ン7．1％ dkY （63）
・7．3％

2nd 日 【〈75）．lo，2％ w （71）・99 ％ ltB （36）・6．8％ vY ｛43｝．5．6％
　 P（59）・4．2％

dk 　gB（66）
・6．1％

曲 PB （68）
・6．1％

査Rω
・6．3％ vY （姻 ・5君％ vY 【4a）

・6，8％
遡
vRP く50）・5．0％
vR （41）・5．0％

dk　PB（〔燈）
・7、0％

囲 it　gB （36）・6．3％
　lRq ｝

・6．3％ dkY （63）
・5．8％ dkP （69）

・4．9％

4出 lgB   一5．5％
1しB（37）

・4．5％
ltgB（36）・5．7％
P塾R  
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・3．8％

lB （6）−3．8％

幽 ｝二7・4％

pl　gB   一4，7％
　　vR （41）

−3．9％

　 ▼ RP（50）・3．9％
，dkP 〔69）

・3．9％

dkRP （79）−4．2％
dP （69）・4．2％

vY （43）・47 ％ vRP 〈50｝・4．7〜6

43．1％ 41．9％ 37．8％ 趣 塾 ⊥一一．　 23・7％ 30．7％ 30．1％ 34．3％
含計 一

　
‘
身に っ けた く ない 色

’

は，両群に共通 して darkトー

ンの 色相 B や Y ，RP ，　deep　purple や v 重vid 　red が嫌悪

された．差異は，高独自性欲求群 に vivid 　yd10W が，

低独 自性欲求群に ohve （dark　yeHow ）が選択 された

点であっ た．
‘
周辺 に欲しくない 色

’
に お い て も，両群

に共通 して darkト
ー・
ンの Y ，gB ，

PB や ViVidトーンの Y ，

RP が選択 された．高独自性欲求群で は ，
　vivid 　ye皿ow

は 両 カ テ ゴ リ共 に好悪 の 拮抗す る傾向が得 られた ．

4．3，色相別・トーン別結果

　賊 g，玉〜F岻 4 は両カ テ ゴ リにおけ る両群の 選択傾向

（嗜好色 の み） を色相別
・ト・一ン別 に 示 した もの で ある．

両群を比較 して み ると，
‘

身に つ けたい 色
’

としては高

独 自性欲求群の 方が色相 R や white ，　 du皿 トーシを多く

選び ，低独自性欲求群は YR ，　 g　B ，
　 RP ，

　bla6k，　 pale
ト
ー
ンを より好む傾向にあっ た ．

‘
周辺 に欲 しい色

’

と し

て は ，高独 自性 欲求群 は neutral 　（主に white ），
hght−grayish トツ を ， 低独 自性欲求群は色相 R ，　 YR ，

pale ト
ーンをよ り多 く選択 し た．
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　 Fig、5 双 対尺 度法 に よる 分析結果 （周 辺 に欲 しい 色
一

ト
ー
ン別）
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‘
身 に つ け る 色

’
の 嗜好に 関 して ， 独 自性 欲求の 影響

　　　
N ・・…一 一1… 一一

　　　
一．

ヨ1塾ご6芯 £ 蕊繊冨 をより深 く追求する為に ，各群に おけ る嗜好理由の 解
゜雨

鴛；  黙制緊ぎ鷲繍  ぴ
御 』

賑 4
．
周辺 に欲 しし，g ，の 剛 瞰

析 の 必要性 を示唆す る結果 とな っ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［
‘
周辺に置 く色

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に関 して ］
4．4．淫

2
検定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

周辺 に 置く色
’

は ，ト
ー
ンの嗜好 に対す る独 自性欲求

身に つ け た い 色 色 帽
幽

トーソ 一

周辺に欲 しい色 色 相
，

ト
ー
ノ

昏 絢 曹

身に つけ た く ない色 色 帽
一

トーン ．

周辺 に欲 しくない 色 色椙
．

トーン 龠

Table3．κ 験 定結 果 　　　　　　 独 自性 欲求が色彩嗜好に

　　　　　　　　　　　　 与え る影響を明確 に，また

　　　　　　　　　　　　 それが春意で あるか 否か を

　　　　　　　　　　　　検討する為 ， 各カ テ ゴ リに

　　　　　　　　　　　　おけ る両群の 選択度数に対

　　　　　　　　　　　　 して x2 検定を施 し，結果を

　　　　　　　　　　　　 Thble3 に 示 した ．
‘

周辺に

　　　　　　　　　　　　置く色
’

の ト
ー
ンにお ける嗜好

　　　　　
★

P’tle ・’ “

p（．ooOl の 有意差が認 め られ た．
4．5，双対尺度法による分析結果

　 有意差の 認 められた両群 の
‘
周辺 に置 く色

’
の嗜好

パ タ ン をよ り明確にする為 ， 双対尺度法に よ る分析を

試み た．解で 重み付けられた ベ ク トル 値を基に相関比

の 最 も大 きい 解を直線上 に 示 した もの が Ilig．5，　Fig．6
で ある．以上 の結果 と総合的に判断す ると，

‘

周辺 に置

く色
’
として ，高独自性欲求群は darkト

ー
ン

，
　neutral ，

light−grayishト
ー
ンを好む が vivid ト

ー
ンや pale ト

ー
ンを嫌悪

し ， 逆に低独自性欲求群は pale ト
ー
シ，　 du皿 ト

ー
ンを好む

が
， darkト

ー
ンは嫌 う傾向にある と結論付け られ よ う．

一 一
　
一
［L2　　　　　 高

一Gl　　　　　　 ao 　　　　　　 e，1　　 低

　 　 　 　 　 　 独　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 独

　　F重g．6 双 対尺度法に よ る 分 析結果 （周 辺 に 欲 しくない 色
一

ト
・
ツ 別 ）

5．考察及び結論

［
‘

身につ ける色
’

に関して］

　
‘

身に っ ける色
’

の嗜好に対 す る独自性欲求 の 有意

な影響 は ， 色相 ・トーン共に認め られず，齋藤 らの 研 究

（1991） 5｝に よ っ て 報告され た 日本人の
一
般的色彩嗜

好傾向 とほぼ
一

致 した結果が得 られた．齋藤らは，10代，

20代は他の年代 よ りbla6kを好む傾向が強い こ とも報

告 してお り，本調査にお い て 両群共 に blackが入気で あ

っ た原因が見出せ る．し か し，bla磁 の嗜好理 由は非

常に様 々 で，高独 自性欲求群には
“

格好良い
”“

理想 の

イ メージに なれる
”

とい っ た理 由が多く見 られた の に

対 し， 低独 自性欲求群 には
質

無難
”“

汚れが 目立たない
”

とい っ た保守的な理 由も多く観察 され た ．こ の よ うに ，

同 じ色で も異なる選択理 由に よっ て嗜好 され る こ とは

の 影響が確認 され た．日本と周辺 ア ジア 地域 との 色彩

嗜好を比較 して も H 本で は pale ト
ー
ン，

　 vivid ト
ー
ンが好ま

れ ，dark トーンや du皿 トーンは 嫌悪され る傾向にあ る （Saito，
1996 ）at．それに反 して 高独 自性欲求群は datk・トーンを
好み ，vivid ト

ー
ンや pale ト

ー
ンを嫌う傾向が観察 され た．

原因 として ，性差の影響が否めない 、日本人の独 自性

欲求は 男性 の 方が 高 い こ とが 岡本 （1988）O に よ っ て

報告 されて い る．更に ， 本調査にお い て色彩嗜好の 性

差が確認 され ．

一
般に嫌悪 され る dark　5−7は 男性に 好

まれる傾向に あっ た．し か し，こ の よ うな性差の 要因

を差 し引い て も，高独 自性欲求群の ト
ー
ンの 嗜好が

一
般 と

異な っ た こ とか ら．
‘

周辺 に置 く色
’

の ト
ー
ンの 嗜姫 と独

自性欲求 との相関 を肯定す る結論 が導 き出せ よ う．
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